
平成28年度　病院事業会計決算の概要

１　営業関係
　　　総収益24億6,552万4千円、総費用25億1,234万3千円で、純損失は4,681万9千円になりました。
　　　内容は、次のとおりです。 （単位：千円・％）

平成28年度 平成27年度 比較増減 伸率
1,350,173 1,448,394 △ 98,221 △ 6.8

666,619 692,947 △ 26,328 △ 3.8
150,634 154,923 △ 4,289 △ 2.8
171,361 171,782 △ 421 △ 0.2
69,554 76,704 △ 7,150 △ 9.3
22,069 22,484 △ 415 △ 1.8
35,114 35,914 △ 800 △ 2.2

2,465,524 2,603,148 △ 137,624 △ 5.3

42,725 82,004 △ 39,279 △ 47.9
279,625 288,424 △ 8,799 △ 3.1
412,754 426,243 △ 13,489 △ 3.2
183,161 172,337 10,824 6.3

2,448 5,234 △ 2,786 △ 53.2
25,412 31,626 △ 6,214 △ 19.6
47,521 50,587 △ 3,066 △ 6.1
23,701 13,200 10,501 79.6
58,862 62,821 △ 3,959 △ 6.3

(b) 7,323 251 7,072 2,817.5
2,512,343 2,530,203 △ 17,860 △ 0.7

－ 73,196
39,496 －

－ 72,945
46,819 －

２　業務関係
　　　本年度の入院患者延数は37,916人で、前年度比8.1％の減少となりました。
　　　本年度の外来患者延数は89,073人で、前年度比3.6％の減少となりました。
　　　内容は、次のとおりです。

平成28年度 平成27年度 比較増減 伸率(％)
人 37,916 41,244 △ 3,328 △ 8.1
人 104 113 △ 9 △ 8.0
円 35,610 35,118 492 1.4
人 89,073 92,442 △ 3,369 △ 3.6
人 367 380 △ 13 △ 3.4
円 7,484 7,496 △ 12 △ 0.2

３　施設整備関係
　（１）　三浦市立病院災害資機材倉庫設置工事

４　医療機器等整備関係
　（１）　ベットパンウォッシャー　外９件

５　その他
　（１）　累積欠損金（期末）　7億4,137万2千円
　（２）　医業収益と給与費の割合　　62.9％（　27年度　　59.9％　）
　（３）　医業収益と薬品費の割合　　 6.1％（　27年度 　　5.7％　）
　（４）　一般会計からの繰入金の状況 （単位：千円・％）

平成28年度 平成27年度 比較増減 伸率
150,306 151,452 △ 1,146 △ 0.8

5,842 5,208 634 12.2
15,213 15,122 91 0.6
2,297 3,843 △ 1,546 △ 40.2
8,399 10,720 △ 2,321 △ 21.7
27,146 28,280 △ 1,134 △ 4.0
31,712 33,176 △ 1,464 △ 4.4

0 685 △ 685 皆減
127,712 123,683 4,029 3.3
368,627 372,169 △ 3,542 △ 1.0

医
 
業
 
費
 
用

給 与 費

資 産 減 耗 費
研 究 研 修 費

区　　　　分

医
業
収
益

入 院 収 益
外 来 収 益
そ の 他 医 業 収 益
他 会 計 負 担 金

医業外
収益

他 会 計 負 担 金
長 期 前 受 金 戻 入
そ の 他

事 業 収 益 (A)

減 価 償 却 費

1,428,811 1,397,476 31,335 2.2
(退職給付引当金繰入額を除く)
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額
材 料 費
経 費

当 年 度 純 利 益 (A)-(B)
△ 119,764 △ 164.2

当 年 度 純 損 失 (B)-(A)

医業外
費用

支払利息及び企業債取扱諸費
貸 倒 引 当 金 繰 入 額
そ の 他
特 別 損 失

事 業 費 用 (B)
当 年 度 経 常 利 益 (A)-{(B)-(b)}

△ 112,692 △ 154.0
当 年 度 経 常 損 失 {(B)-(b)}-(A)

③ 医 師 確 保 対 策 費

区　　　　分

入
院

患 者 延 数
１ 日 平 均 患 者 数
１ 日 １ 人 平 均 診 療 費

外
来

患 者 延 数
１ 日 平 均 患 者 数
１ 日 １ 人 平 均 診 療 費

区　　　　分
① 救 急 医 療 費

② 児 童 手 当

④ 研 究 研 修 費

⑤ 共 済 追 加 費 用

⑥ 年 金 拠 出 金 費 用

合 計

⑦ 企 業 債 利 息

⑧ 特 例 債 利 息

⑨ 企 業 債 元 金



1

(1) 1,350,172,883

(2) 666,619,392

(3) 150,633,680

(4) 171,361,000 2,338,786,955

2

(1) 1,471,536,144

(2) 279,624,771

(3) 412,753,607

(4) 183,161,314

(5) 2,448,208

(6) 25,412,120 2,374,936,164

36,149,209

3

(1) 3,734

(2) 69,554,000

(3) 22,069,287

(4) 35,109,698 126,736,719

4

(1) 47,521,451

(2) 8,400

(3) 23,700,635

(4) 58,853,926 130,084,412 △ 3,347,693

39,496,902

5

(1) 7,322,377 7,322,377 △ 7,322,377

46,819,279

694,552,696

741,371,975

外 来 収 益

平 成 28 年 度 三 浦 市 病 院 事 業 損 益 計 算 書

（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（単位:円）

医 業 収 益

入 院 収 益

受 取 利 息 配 当 金

そ の 他 医 業 収 益

他 会 計 負 担 金

医 業 費 用

給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

医 業 損 失

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他 医 業 外 収 益

医 業 外 費 用

支払利息及び企業債取扱諸費

患 者 外 給 食 材 料 費

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

雑 損 失

経 常 損 失

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

特 別 損 失

過 年 度 損 益 修 正 損

当 年 度 純 損 失

前 年 度 繰 越 欠 損 金



1

(1)

イ 34,032,902

ロ 1,947,659,995

△613,241,207 1,334,418,788

ハ 1,708,547,153

△560,223,121 1,148,324,032

ニ 28,538,421

△17,697,850 10,840,571

ホ 1,327,186,686

△940,608,172 386,578,514

ヘ 9,672,952

△6,030,669 3,642,283

ト 4,531,000

△4,403,950 127,050

2,917,964,140

(2)

イ 443,100

443,100

(3)

イ 67,200,000

△35,130,000 32,070,000

32,070,000

2,950,477,240

2

(1) 373,850,233

(2)

イ 375,885,790

△8,426,923 367,458,867

ロ 79,702,044

△635 79,701,409

ハ 130,490,916

577,651,192

(3) 10,325,273

(4) 1,523,904

(5) 1,006,746

964,357,348

3,914,834,588

有 形 固 定 資 産

平 成 28 年 度 三 浦 市 病 院 事 業 貸 借 対 照 表

（平成29年３月31日）

(単位：円)

資　　　　産　　　　の　　　　部

固 定 資 産

リ ー ス 資 産

土 地

建 物

建 物 減 価 償 却 累 計 額

建 物 附 属 設 備

建物附属設備減価償却累計額

構 築 物

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額

器 械 備 品

器械備品減価償却累計額

車 両

車 両 減 価 償 却 累 計 額

現 金 預 金

リース資産減価償却累計額

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

電 話 加 入 権

無 形 固 定 資 産 合 計

投 資 そ の 他 の 資 産

長 期 貸 付 金

貸 倒 引 当 金

投資その他の資産合計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

流 動 資 産 合 計

未 収 金

医 業 未 収 金

貸 倒 引 当 金

医 業 外 未 収 金

貸 倒 引 当 金

そ の 他 未 収 金

未 収 金 合 計

貯 蔵 品

前 払 費 用

そ の 他 流 動 資 産

資 産 合 計



3
(1)

イ
2,412,132,750

2,412,132,750
(2)

イ 80,808,000
80,808,000

2,492,940,750
4

(1)

イ

243,183,759

243,183,759

(2)

イ 132,179,877

ロ 2,313,102

ハ 35,800,431

170,293,410

(3) 4,272,292

(4)

イ 70,274,688

ロ 13,246,374

83,521,062

(5) 13,505,609

514,776,132

5

(1)

イ 2,077,452

ロ 30,104,856

ハ 170,072,880

ニ 25,736,191

ホ 114,027,457

342,018,836

(2) △198,555,350

143,463,486

3,151,180,368

6

(1) 67,852,672

(2) 1,437,173,523

1,505,026,195

7

(1)

イ 741,371,975

741,371,975

△741,371,975

763,654,220

3,914,834,588

充 て る た め の 企 業 債

(単位：円)
負　　　　債　　　　の　　　　部

固 定 負 債
企 業 債
建 設 改 良 費 等 の財 源に

企 業 債 合 計

企 業 債 合 計
引 当 金
退 職 給 付 引 当 金

引 当 金 合 計
固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債
建 設 改 良 費 等 の財 源に

充 て る た め の 企 業 債

預 り 金

未 払 金

医 業 未 払 金

医 業 外 未 払 金

そ の 他 未 払 金

未 払 金 合 計

前 受 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

負 債 合 計

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

受 贈 財 産 評 価 額
寄 附 金
国 庫 補 助 金
県 補 助 金
市 補 助 金

長 期 前 受 金 合 計

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

資　　　　本　　　　の　　　　部

資 本 金

固 有 資 本 金

繰 入 資 本 金

資 本 金 合 計

剰 余 金

剰 余 金 合 計

資 本 合 計

負 債 資 本 合 計

欠 損 金

当 年 度 未 処 理 欠 損 金

欠 損 金 合 計



 

注記 

１ 重要な会計方針 

(1) 資産の評価基準及び評価方法 

 たな卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 先入先出法による原価法 

(2) 固定資産の減価償却の方法 

ア 有形固定資産（リース資産を除く。） 

(ｱ) 減価償却の方法 

定額法 

(ｲ) 主な耐用年数 

建物     22～39 年 

建物附属設備 10～39 年 

構築物    10～40 年 

器械備品   ３～20年 

車両     ４～６年 

   イ リース資産 

    所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

     自己所有の固定資産に適用する減価償却法と同一の方法による。 

  (3) 引当金の計上方法 

   ア 退職給付引当金 

 職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する

金額を計上している。 

 なお、会計基準変更時差異（378,608,131 円）については、平成 26年度から 15 年にわ

たり均等額を費用処理している。 

   イ 賞与引当金 

 職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づ

き、当年度の負担に属する額を計上している。 

   ウ 法定福利費引当金 

 職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における

支出見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上している。 

   エ 貸倒引当金 

 長期貸付金の返還免除による損失に備えるため、貸付対象者の在職期間による返還免除

予定相当額を計上している。 

また、医業未収金及び医業外未収金の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率等

により回収不能見込額を計上している。 

  (4) 消費税及び地方消費税の会計処理 

    消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。 

 



 

２ キャッシュ・フロー計算書等関連 

  重要な非資金取引 

 該当なし 

 

３ 貸借対照表関連 

 企業債の償還に係る他会計の負担 

貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以内に償還予定

のものも含む。）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は、1,710,360,914 円である。  

 

４ その他の注記 

  引当金の取崩し 

   ア 退職給付引当金の取崩し 

当年度において、退職手当として 12,399,082 円を支給するため、退職給付引当金

12,399,082 円を使用した。 

   イ 賞与引当金の取崩し 

当年度において、期末手当及び期末勤勉手当として 202,472,655 円を支給するため、賞

与引当金 62,698,382 円を使用した。 

   ウ 法定福利費引当金の取崩し 

当年度において、法定福利費として 186,522,570 円を支出するため、法定福利費引当金

11,270,991 円を使用した。 

   エ 貸倒引当金の取崩し 

当年度において、奨学貸付金返還免除による損失額として 8,400,000 円を長期貸付金か

ら減額するため、貸倒引当金 8,400,000 円を使用した。 

また、当年度において、診療費等の不納欠損による損失額として 363,300 円を医業未収

金から減額するため、貸倒引当金 363,300 円を使用した。 



円

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 △46,819,279

減価償却費 183,161,314

固定資産除却費 1,733,646

引当金の増減額（△は減少） 63,627,271

長期前受金戻入額 △22,269,287

受取利息及び受取配当金 △3,734

支払利息 47,521,451

未収金の増減額（△は増加） △8,929,268

未払金の増減額（△は減少） △54,432,501

たな卸資産の増減額（△は増加） △58,242

その他流動資産の増減額（△は増加） 134,890

その他流動負債の増減額（△は減少） △460,115

　小計 163,206,146

利息及び配当金の受取額 3,734

利息の支払額 △47,521,451

業務活動によるキャッシュ・フロー 115,688,429

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △61,678,000

国庫補助金等による収入 2,700,000

貸付けによる支出 △9,600,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,578,000

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 63,800,000

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △215,781,261

他会計からの出資による収入 127,712,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,269,261

資金増加額（又は減少額） 22,841,168

資金期首残高 351,009,065

資金期末残高 373,850,233

平成28年度  三浦市病院事業キャッシュ・フロー計算書

（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）
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